
※期間別騰落率の各計算期間は、基準日から過去に遡った期間の応答日(休日の場合は前営業日）までとします。
※2023年1月31日の値を100として指数化
※出所：FactSetのデータを基に明治安田アセットマネジメント作成
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FTSE世界国債インデックスの推移
（期間：2023年1月31日～2024年2月23日）

0.38

6.86% 15.85%

※最新の「投資環境見通し」もご覧ください。
https://www.myam.co.jp/market/outlook/upload_pdf/202402_outlook.pdf
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FTSE世界国債インデックス
除く日本、円ベース(騰落率） 580.78 0.70% 1.35%

10年国債利回り（米国、％）
（変動幅）

4.26 ▲0.03 0.12 0.07

外国債券見通し

マーケットの動き（2024年2月20日～2月23日） 主要国国債利回りの推移
（期間：2023年1月31日～2024年2月23日）

先週の米国国債市場は、前週末比で金利は低下しました（債券価格は上昇）。
21日公表のFOMC（米連邦公開市場委員会）議事要旨でFRB（米連邦準備理事会）の利下
げに対する慎重な姿勢が確認されました。同日、米財務省が実施した20年債入札が「低
調」な結果となったことも長期債相場の重荷となりました。週末は、来週の米国PCE（個
人消費支出）物価指数（1月分）発表などを控え、持ち高調整目的の買いが入りました。
欧州国債市場は、おおむね米国に連動した推移となりました。

情報提供資料
2024年2月26日

投資環境見通し（2024年2月）

変動幅（騰落率）

前週比 1ヵ月前比 6ヵ月前比 1年前比
2月23日

長期金利は、米国、欧州（ドイツ）ともに小幅に上昇
米国：インフレの鈍化が進む中、長期金利は低下局面に入るとみています。ただし、
短期的には底堅い雇用市場や個人消費から早期の利下げ観測が後退するとみられ、長
期金利は小幅に上昇するとみています。
欧州：域内景気の停滞感が強い状況においても、賃金やサービス価格の上昇率は依然
として高水準のため、ECB（欧州中央銀行）が景気重視姿勢に転換するには時間を要
するとみられます。欧州（ドイツ）長期金利は小幅に上昇するとみています。
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